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アナログ電圧

アナログ電流

【ON・OFF出力】
■ ON・OFF出力とは？
光電センサや高周波発振型近接センサを出力方式で分類した時の種類の
ひとつで、検出結果をスイッチのON・OFFとして出力するタイプです。

現在、ほとんどの光電センサと高周波発振型近接センサはON・OFF出力
となっており、アナログ出力は検出物体の状態を連続的にモニタする場合
などで使用されます。

ＯＮ・OFF出力とアナログ出力は、センサで検出物体を検出した後の制御
の仕方によって使い分けされます。
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■ どうやって、出力方式を見分けるのか？
下記は、小型光電センサCX-400シリーズの出力に関する仕様の一部です。

この中で出力動作を確認すると、入光時ON・非入光時ON

 

切換スイッチにて選択と記載されています。
これは、入光状態になった時、若しくは非入光状態になった時（言い換えると、検出物体を検出した時、若しくは検出物体
を検出しなかった時）に出力がONし、その出力動作を切り換えて出力をOFFにすることもできる、という意味です。
したがって、CX-400シリーズは、ON・OFF出力タイプであると判断できます。

■ 光電センサの入・出力回路とその等価回路
下図は、距離設定反射型光電センサCX-440シリーズのNPN出力タイプとPNP出力タイプの入・出力回路図です。

これらは、いずれも、ON／OFF出力タイプです。
この中で、Ｔｒ（トランジスタ）がスイッチの機能を果たし、検出結果をON／OFF出力します。

下記は、小型光電センサCX-400シリーズ

 

ベーシックタイプの種類と型式名です。

入光時ON・遮光時ONが別機種となっているシリーズもあり、この場合は、下記のように入光時ON・遮光時ONの記載
によりON・OFF出力タイプであると判断できます。
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